
 

 

 

 

 

 検査結果により、さらに追加検査が必要となり後日検査料金を追加請求させていただく場合が

あります。必要に応じて実施している検査であり、ご理解の程よろしくお願いいたします。 

 なお、ご不明な点は遠慮なく診療科外来までお問い合わせください。 

 

◎追加検査は、次のような場合に発生します◎ 

 

・病理診断 

⇒検査後から病理組織標本の作製には数日かかり、病理医により病理診断が行われます。その

結果に基づき追加検査が必要と判断される場合があります。 

 

・細菌検査 

⇒病気に関連する細菌が見つかった場合には、その細菌に対して最も効果がある薬剤を特定す

るための検査（薬剤感受性検査）が必要となります。 

 

・結核菌検査 

⇒抗酸菌が検出された場合は、すみやかに検出菌が結核菌か否か調べる検査（菌種同定検査）

を行い、結核菌であれば薬剤感受性検査が必要となります。 

 

 

※その他検査においても、必要に応じて追加検査が発生する場合があります。 
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